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　幼少期を人質として織田家・今川家にて過ごし、桶狭間の戦いで
は敗軍の将として生き延び、一時は自決を決意した徳川家康は、そ
の時代華 し々い逸話を要する織田信長や豊臣秀吉たちとは少々異
質な武将でした。
　桶狭間の戦いで故郷岡崎の大樹寺へ逃れた家康が大樹寺の住
職から授かり、後々徳川軍の旗印となる【厭離穢土欣求浄土（おんり
えどごんぐじょうど）】は穢れたこの世を厭い離れたいと願い、心から
欣んで平和な極楽浄土をこい願うという意味で、100年の戦国の世
にはとても稀有な平和を願う思想でした。
　しかし戦国の世に民は疲弊しており、共感者は次第に増え、後に
天下泰平へと繋がる思想となりました。

　戦国武将の代名詞とも言える織田信長や豊臣秀吉と比べ、徳川
家康は華がなく、慎重で地味な今で言う“陰キャ”な武将とのことでし
た。幼少期を人質として過ごした家康は、他の力がないと生きてい
けない生活ゆえ、個としての力ではなく、組織としての力を大切にし
ておりました。
　また家康は部下からの意見にとてもよく耳を傾けるリーダーだったよ
うです。逸話として、ある家臣が家康に対する提言を読み上げた際、
参謀の本多正信が取るに足らない内容ゆえ遮ろうとしたが、家康は
それを止め「今遮ってしまってはその者は二度と話してくれなくなって
しまう」と最後まで家臣の発言に耳を傾けました。当時カリスマ性に
溢れた織田信長や豊臣秀吉のようなトップダウンな組織ではなく、トッ
プが現場の従業員の意見を積極的に吸い上げるボトムアップな組織
が江戸300年を支えたのではないでしょうか。

　江戸時代300年の礎を築いた家康ですが、将軍としての期間は
たったの2年間で、早々に将軍職を2代秀忠に譲りました。そう出来
たのも家康の【自分がいなくても組織が回る組織作り】が上手く機能
していたからではないでしょうか。
　家康は従来のように自分好みの者を重職に登用するのではなく、
本当に才能のある者をその才能が発揮できる職に抜擢する適材適
所を心がけており、大御所として駿府に移ってからも、スペシャリスト
を育てる人材育成に努めておりました。そうした強固な組織づくりは
家康の亡き後も2代目将軍秀忠、3代目将軍家光と引き継がれ、数々
の政策や制度によって江戸幕府の基盤が作られていきました。

　様々な政策・再度・人材登用で盤石となった組織は、江戸300年
の歴史の中で度々徳川家を支えてきました。4代目将軍家綱は【左
様せ様】、12代目将軍家慶は【そうせぇ公】と呼ばれ、病弱だったり、
あまり政治に関わらない、明るくない将軍の代でも適材適所な人材
登用による有能な家臣の働きによって、その難を乗り越えました。中
でも3歳の時に将軍職に就いた7代目将軍家継の時も新井白石の活
躍で政治が回りました。
　7代目将軍家継が世継ぎを残さず他界したため、家康から続いて
きた徳川宗家の血が途絶え、次期将軍を巡り派閥争いが起こりまし
たが、予め徳川宗家の血筋が絶えた場合、徳川御三家から将軍
を輩出するという制度を定めていたおかげで、そこまで争いが激化
することなく徳川吉宗が8代将軍となりました。
　こういった様々な局面で個としてではなく、組織としての強みで徳
川300年の歴史を紡いできました。

　法人会員の中にも2代目、3代目と事業承継している方が大勢いらっ
しゃると思います。江戸幕府樹立から400年以上が経ちますが、現
代でも通じる見習うべきリーダー像、組織像は多いのではないでしょ
うか？でなければ徳川家も伊達に日本で300年は続いておりません。
リーダーとして会社の組織づくりにお悩みの方はお子様の机にある
歴史の教科書に少し手を伸ばしてみてはいかがでしょうか？

岩下 剛士公益事業推進委員

会場の様子公益委員の皆さんと集合写真

田村会長の開会挨拶 花束贈呈
お礼の言葉は矢口副会長

講師堀口 茉純 氏

於：北とぴあ ペガサスホール
令和5年1月17日（火）　令和4年度新春講演会

『徳川将軍15代 
  ～天下泰平を紡いだリーダーシップのヒミツ』

【戦国の世での徳川家康という人柄】

【見習う組織力】

　今年の新春講演会は、 江戸に詳しすぎるタレント「お江戸ル」、ほーりーこと堀口茉純氏に『徳川将軍15
代～天下泰平を紡いだリーダーシップのヒミツ』というお題目で講演をしていただきました 。堀口氏は徳川
吉宗が享保の改革の一環で整備した飛鳥山に、過去テレビ番組でいらしたこともあり、ここ北区とも縁あ
る講演会となりました。

【カリスマでは無いリーダー像】

【将軍としての組織作り】
講師の堀口 茉純さん
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新春講演会

【様々な苦難を乗り越える組織力】



新年賀詞交歓会は、参加される皆様の安全を第一に考慮して、昨年同様に北区税務団体協議会と合同で規模を
縮小し、参加を役員等のみに限定して開催を致しました。

令和5年1月17日（火）
於：北とぴあ 飛鳥ホール

各団体長紹介

田村北区税務団体協議会会長 花川北区長

永田王子青色申告会会長

司会の瀧澤王子法人会
副会長

中野王子税務署長 川嶋北都税事務所長

北区税務団体協議会 新年賀詞交歓会

北区税務団体協議会 新年賀詞交歓会
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女性部会新年賀詞交歓会が、令和5年2月3日、北とぴあ「ペ
ガサスホール」にて行われました。
コロナウィルスの脅威に世界がさらされてから、3年ぶりの開
催となり当日まで本当に開催できるのか？とやきもきしていました
が、無事に皆様をお迎えすることが出来まして、まずは一安心！
会は山村部会長の挨拶から始まり、田村会長、沢山の御

来賓の方 に々ご出席頂き、演目へと進行致しました。
今回は渡邉裕介氏のマジックショーを鑑賞「タネを見破る

ぞ！」とじっと集中していました
が、その鮮やかな手際に「ぜ
んぜん分からない～」と皆様
とても楽しまれていらっしゃい
ました。

女性部会は元気に明るく!
常任幹事 野口 京子

軽妙なトークで会場をマジックの世界に引き込む渡邉裕介氏

山村女性部会長による挨拶

田村会長による挨拶 繰り出されるマジックに目が釘付けでした

一瞬たりとも目が離せません! 花束贈呈

令和5年2月3日（金）
於：北とぴあ ペガサスホール

女性部会 新年賀詞交歓会

後半は豪華プレゼントの当たる「くじ引き大
会」。それぞれの方が今年初めての運試し
と盛り上がりました。そしてお土産には節分
にふさわしく、銀座久兵衛の恵方巻と、コロ
ナ除けのアマビエのお煎餅、福を呼ぶ七味
唐辛子と、外は寒くても北とぴあの中は、愛
溢れる女性部会の新年会で皆様心が温かく
なったことと思います（希望）。
今年も元気に明るく女性部会はスタートし

てまいります！ 皆様ありがとうございました。
くじ引き大会で運試し!青年部による中締めの挨拶
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令和4年度の青年部会主催の新春講演会は王子税務署の
中野英吉署長をお招きして「日本の財政の現状について」とい
う題目でご講演頂いた。

高齢化に伴い増え続ける社会保障費を、国債発行により補
填している現状のなかで、社会保障費を賄うためには、所得
税や法人税ではない、全世代が収める消費税を財源とするこ
とが、受益者負担の考え方から公正なストーリーであると理解
した。

ここからは個人的所感であるが、生産年齢人口を増やすこ
とのみ、日本が生き残る道は無いように感じた。具体的方策と
して、①合計特殊出生率を2.06-07程度に上げ人口が平衡状
態になるようにすること。②高齢者の健康寿命を延ばし社会保
障費を抑えることである。①を実現するためには子育て世代の
支援や税的優遇が必要であり、共働き世帯でも2-3人の子供を
十分に育てられる環境をつくることが必要であり、②を実現す
るには、長寿命化にともなう高齢者年齢の引き上げ、および年
齢に関わらず働き続けられる環境やマインドを奨励することが
求められると考える。従って、国が行うべきことは現状肯定によ
る増税ではなく、生産年齢人口をふやすために適切な税の配
分を構築することであると思う。

そして、今の政治経済システムの問題は、人口増・都市集中を
前提とする高度経済成長期のモデルを引きずっており、人口減少を
見越した制度設計が不完全であることであると思う。特に、我が国
においては積極財政（右派）・緊縮財政（左派）かという議論に硬直
化しており、ありうるべき中間項を生産的に議論する環境がない。こ
の問題を乗り越えるためには、10年後という近未来だけではなく、東
京の人口減少を踏まえた30年、50年、100年という未来を見越しな
がら、この国で生きる全世代全地域の日本人が幸せに生きられる政
治経済の制度設計を行うこと、そして納税者一人一人が国の未来
を考えながら、積極的に納税義務を果たせるストーリーを構築するこ
とが必要であると思う。

最後になるが、「税」によって、ど
う社会が運営されるかを考える機会
を下さり、この場を借りて改めて御
礼申し上げたい。

税から日本の未来を考える

青年部会 新春講演会
令和5年1月23日（月）
於：北とぴあ スカイホール

副部会長 沼野井 諭

王子税務署中野署長による講演

田村会長による挨拶 山村女性部会長による挨拶 中平部会長によるお礼の挨拶

講演を聴く参加者の皆様
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講師の萩原審理官

講師の菱沼常任幹事 山村部会長の挨拶

綺麗に出来上がりました。

小花付コースターのレース編み講習会
副部会長 山田 由起子

令和4年12月9日（金）
於：北とぴあ 701会議室

手芸講習会

師走のお忙しい中、又、コロナ感染者が増加している中、2年ぶ
りに女性部会恒例の講習会を開催する事になりました。できる限り
の感染対策を行った上で、今回は女性部会の菱沼常任幹事に講師を
お願いし、得意のレース編みを教えて頂くことになりました。
白い糸で編んだコースターを用意して頂き、そこに赤や青の糸で

小花を編んで、自由にコースターに付けるところまで作る予定で始
まりました。
前方で編んでいる動画を流

して、それを見ながらどんど
ん編んで作っていく人もいれ
ば、かぎ針の持ち方から教え
てもらい、なかなか小花を編
み進めず四苦八苦している人
（私もその一人です）、様々で
したが和気あいあいと楽しん
でいる様子を見て、コロナ感
染を心配し開催を悩みました
が、開催して良かったと思い
ました。
終わってからテーブルを

回って感想を伺ったら、皆さ
ん「楽しかった!」と笑顔で帰ら
れ、こちらもとても嬉しい気
持ちになりました。参加して
頂いた皆様お忙しい中ありが
うございました。

第4回インボイス制度講習会開催
令和4年12月8日（木）
於：北とぴあ 902会議室

税制・税務委員長 榎本 公裕

税制・税務委員会

会場の様子

来年、令和5年10月1日より、売手が買手に対して、正確な適
用税率や消費税額等を伝える適格請求書等保存方式（インボイ
ス制度）が導入されます。
令和4年度の税収約65兆円の内、消費税は22兆円を占め、制

度導入による消費税の適正な徴収は、財政再建・税の公平性確
保のため必要と考え、王子法人会として令和5年度の税制改正
要望として、「歳入の見直しのためインボイス制度は有効であ
り、円滑な導入を推進すべきである。一方、移行時の負担に対
しては丁寧な対応を要望する」を提出しております。
王子法人会の第一の目的である「税知識の普及」に沿うものと

して、第4回インボイス制度講
習会を12月8日に開催いたしま
した。
王子税務署の菅谷統括官・萩

原審理官より、消費税の基礎か
らインボイス制度の概要を分か
りやすく解説いただき16名の参
加者は熱心に受講され、多くの
質問をされました。

会場の様子

分かりやすく丁寧に教えていただきました。

榎本委員長の挨拶

P05_お金
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王子税務署からのお知らせ



76

王子税務署からのお知らせ
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北都税事務所／ハローワークからのお知らせ



イートラリー／東法連特定退職金共済制度
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花川北区長 髙木議員なとり北区議会議長

岡本議員 やまだ議員大松議員

「令和5度税制改正提
言事項」を田村会長なら
びに瀧澤副会長により、
花川北区長、なとり北区
議会議長、岡本議員、髙
木議員、やまだ議員、大
松議員へ中小企業の声と
して、お渡ししてまいりま
した。

「税制改正提言事項」
の要望活動
令和4年12月7日（水）・　
　　　  12月20日（火）
於：北区役所、北区議会、
　　衆議院新議員会館、
　　法人会事務所

参加者で記念撮影

令和5年1月19日（木）役員指名委
員会（会長候補者推薦委員会）にて、
次期会長として鈴木副会長を推薦する
ことを決定しましたので、3月6日（月）
執行役員会へ報告し、令和5年3月14
日（火）予算理事会にて議案として提
出されることとなりました。

次 期 会 長 候 補 者
決 定 の お 知 ら せ 鈴木シャフト鋼材㈱

代表取締役

鈴木 康之
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第23地区 令和4年12月8日（木）　於：伊豆栄
昨年度、12月8日に23地区の忘年会として、上野の老舗の鰻屋さん「伊豆栄」

さんで会員親睦を目的とした食事会を開催致しました。夜の不忍池を階下に眺め
ながらの鰻はまた一段と美味しく頂く事ができました。会員も14名ほど参加して
くださり、当ブロックの担当でもあります阿部容子副会長もお呼びして貸し切りの
個室で交流を深めました。懐石料理のコースで１品１品手のかかったお料理を
楽しむことが出来ました。ここ最近は、こういった会食が出来ないご時世だった
ので何より開催出来て良かったと思っております。今後もこういった会員交流の機
会を少しずつ増やして皆さんと交流を深めていきたいと考えております。

○ 平成19年～ 24年　   常任就任
○ 平成25年～令和4年　副会長就任　
○ IT推進委員長、広報委員長、専務理事を歴任現在に至る。

【法人会略歴】
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 本部 · 地区だより

瀧澤担当副会長と講師の飯野委員の挨拶

租税教室
令和4年12月10日（土）　於：滝野川もみじ小学校
次代を担う児童・生徒に対し、社会生活における税

の意義や役割について理解を深めてもらうための租税
教室。今年は、滝野川もみじ小学校にお邪魔しました。  
　飯野委員の授業後、租税教室用の法人会グッズを
全員に配布しました。

第1地区研修会『第34回落語会』
令和4年12月19日（月）　於：王子小劇場
12月19日（月）、王子小劇場にて『第34回王子落
語会』が開催されました。すっかり恒例となり、大
人気の落語会。今
回は「瀧川鯉昇」「立
川左平次」「桂米紫」
「神田京子」の皆
さんをお迎えしまし
た。冬の夜、満員
の会場が笑いで包
まれ、楽しいイベン
トとなりました。 瀧川鯉昇さん

第8地区 新年会
令和5年1月26日（木）　於：竹寿司
３年ぶりに地区新年会を竹寿司にて開催し12名
が参加しました。会員同士の親睦を第一の目的と
し、近況報告等、活発な情報交換をすることがで
きました。
また、沖田地区長

より手製のステンドグ
ラスライトや細工アー
トフォトスタンドが贈
られ、各自満足そうに
会場を後にしました。

参加者で記念撮影

王子優申会 新春講演会・新年賀詞交歓会
令和5年1月13日（金）　於：上野精養軒
第一部の新春講演会は王子税務署中野署長に

『税務行政におけるICT化の歴史と今後について』
についてご
講話いただ
き、第二部
は感染対策
を講じて、
新年賀詞交
歓会を開催
致しました。

王子税務署中野署長によるご講話

源泉部会 2月研修会・新年賀詞交歓会
令和5年2月2日（木）　於：北とぴあ 天覧の間
2月の研修会は「確定申告について」の内容で、王
子税務署王子税務署個人課税第一部門上席の村上
様よりご説明頂きました。続いて賀詞交歓会に移り、
清水部会
長の新年の
挨拶の後、
田村会長、
中野署長よ
りご挨拶頂
きました。

清水部会長による挨拶

本部 •地区だより



　年が明け、正月気分もだんだんと薄れ、いつもの日常が戻ってまいりましたが、
美味しいお鍋やおでんで痩せる暇がない今日この頃。
　私事ですが、昨年は厄年かと思うようなことが次々と起こり、再度お参りに行っ
たほどでした。
　健康で生きていられればいい、とは言ってもあんな思いはコリゴリです。
　そのため、清々しい新年を無事に迎えることができたことが、何よりもうれし
く思います。
　最後になりますが、皆様にとっても自
分にとっても幸多き一年となりますよう
にお祈り申し上げます。
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丸野  由美子広報委員

王子法人会ホームページアドレス
https://www.oji-hojinkai.or.jp/
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右記のQRコードより
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Androidの場合はAndroidマーケットから
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（Adobe Reader 等）
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読者投稿大歓迎

4月3月

3（金）第15地区異業種交流会

4（土）第13地区研修旅行

6（月）第4回執行役員会

7（火）第21地区役員会
8
9
（水）
（木）

決算法人説明会・
インボイス制度説明会

9（木）第17地区研修

10（金）第3・第4ブロック（赤羽地区）講演会

11（土）健康増進ウォーキングスプリングウォーク2023
11（土）第22地区会員親睦会

12（日）第3地区年度末休養イベント

12（日）第18地区日帰りバス旅行

12（日）第23地区劇団四季鑑賞及び食事会

13（月）第12回青年部会

14（火）予算理事会

16（木）

17（金）決算法人説明会・インボイス制度説明会

18（土）第21地区懇親会

19（日）第4地区研修会

22（水）源泉部会3月研修会

23（木）

24（金）第5・第6ブロック（滝野川地区）研修会健康セミナー

27（月）女性部会 舞台鑑賞会

29（水）第5地区 東十条地区限定イベント

11（火）第1回青年部会

17（月）決算法人説明会・インボイス説明会

18（火）決算法人説明会・インボイス説明会

18（火）第1地区総会・研修会

20（木）第4地区総会・研修会

25（火）第21地区総会

第12回通常総会
日時／令和5年6月16日（金）
会場／北とぴあ 13階 飛鳥ホール

第5地区インボイス講習会

新設法人説明会・
インボイス制度説明会
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